第2巻第8課

第8課　あいさつ
目標
	日本語学習目標

・日常生活で使うあいさつができる。

・謝ることができる。

文化・人間関係目標

・あいさつを通して、友達と人間関係を構築する。

・日本語のあいさつの特徴について発見し、自分のあいさつを振り返る。
	文字学習目標

・カタカナ（6文字）を読んだり書いたりできる。

・カタカナの長音の表記がわかる。


主題場面（主题场面）
●制作意図＆授業のヒント

・漫画と音声から場面と意味を想像させ、トピックを導入します。「おはよう」「じゃあね」は音から意味は想像できなくても、「バイバイ」は中国語と似ているので想像できるでしょう。
・普段自分がどんなあいさつをしているか、ロールプレイをして振り返ります。そのとき、表情やボディランゲージが伴うことにも注目させましょう。このことは、この課のコラム、日本語広場につながります。また、あいさつをしてもらえなかったらどんな気持ちになるかを考えさせることを通して、あいさつの大切さを理解させるともに、日本語であいさつができるようになりたいという気持ちを持たせましょう。

問いかけ例

○どんな場面だと思いますか。

○2人は何と言っていると思いますか。
○どうしてそう思いましたか。

○みなさんは朝、友達と会ったときどうしますか。帰りはどうしますか。

（生徒に演じさせる／ロールプレイをさせる）

○もし張が美佳に何もあいさつしなかったら、美佳はどんな気持ちになりますか。
●補足説明
・中国では、朝、友達に会ったとき、相手の名前だけを言うこともありますが、日本語では相手の名前を言う場合も、あいさつのことばと一緒に言うことが多いです。
　　　×　美佳さん！

✔　美佳さん、おはよう！
学習活動（学习活动）
あいさつをしよう！
	活動のねらい

	・友達や先生に対して1日のあいさつをしたり、聞いて理解できる。
・相手や時間によって、あいさつが異なることがわかる。
・謝ることができる。

	技能
	言語材料

	聞く
話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●


	
	
	■新出

おはよう。／おはようございます。

さようなら。／じゃあね。／バイバイ。／またね。

ごめん。

－だいじょうぶ。

すみません。　

－いいえ。

■既習

こんにちは。
	


●活動内容

1．日本の中学生があいさつをしている写真を見ながら、自分たちのあいさつに関わる言語行動について振り返ったり、日本語であいさつをしてみたりします。

2．日本の中学生が謝っている絵をみながら、自分たちの謝りに関係する言語行動について振り返ったり、日本語で謝ってみたりします。
●制作意図＆授業のヒント
・1の活動は、写真を見て意味を想像させるだけでなく、生徒に以下の点に気付かせましょう。

　　　　①時間によるあいさつの違い

②相手によるあいさつの違い（友達と先生に対する違い）

③非言語行動（表情、手の動作、おじぎなど）

・2の活動は、絵を見て意味を想像させるだけでなく、以下の点にも気付かせましょう。

1 相手による謝罪表現の違い（友達と先生に対する違い）
2 非言語行動（頭を下げる）
・P38には漫画の謝りの場面が提示されています。指示文に書いてあるように、王志鵬が先輩の姜健に日本語で謝るなら何というか考えさせることもできますが、ほかに以下のような使い方もできます。

例　・中国語の場面を主題場面のように使って、謝りのトピックを導入する。

・中国語と日本語の謝罪表現を比較する（日本語では相手によって表現「ごめん」「すみません」を使い分けるが、中国語では場面によって「对不起」「不好意思」を使い分けるなど）。
・この課のコラムではボディランゲージの大切さ、日本語広場では表情について扱っています。これらを学習活動と関係づけて授業設計をすることもできます。

●補足説明
・中学生は友達に対して「こんにちは」を使いません。大人の人や先生や先輩など目上の人には使います。また、朝に一度会って挨拶をした先生に対しては、学校の中でお昼頃にもう一度会っても「こんにちは」とは言いません。そこで、教科書には学校の売店の人に「こんにちは」とあいさつをしているという場面を出しました。
・中学生は友達に対して「すみません」は使いません。「ごめん」を使います。大人や先生に対してよく「すみません」を使います。ただ、親や祖父母など親しい親には「ごめんなさい」も使います。この教科書では、「ごめん」「ごめんなさい」「すみません」を細かく使い分けることまでは要求していません。友達に対しては「ごめん」、大人や先生に対しては「すみません」を使うという区別に留めています。
演じてみよう！
	活動のねらい

	・あいさつを適切な時間や相手に使うことができる。
・グループで協力して、台本を作り、配役を決めて練習し発表する作業を進めることができる。

	技能
	言語材料

	聞く
話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●


	●

	●

	■新出

おはよう。／おはようございます。

さようなら。／じゃあね。／バイバイ、／またね。

ごめん。

－だいじょうぶ。

すみません。　

－いいえ。

■既習

こんにちは。
	


●活動内容
・「私の1日」をテーマにグループに分かれ、物語（台本）を考えます。その後、配役を決め、その物語を演じます。
●制作意図＆授業のヒント

・この課で出てきた表現だけでなく、これまで学んだ表現も入れることを意図して、この活動を設定しました。台本を作るとき、これまで学んだ表現もできるだけたくさん使って作らせるようにしましょう。

・この活動はグループ活動が求められています。台本作り・配役・練習・発表を、決められた時間内に達成できるよう協力をしてやることを生徒に意識させるようにしましょう。

●補足説明

なし
コラム（专栏）
ボディランゲージ
	目標

	・日本の中学生の非言語行動の多様性に気づき、自分や自分たちの非言語行動と比較をすることができる。


●制作意図
・マイケルと紗希の学校での様子を撮った写真です。2人がさまざまなジェスチャーを使いながら話をしていることが分かります。写真の観察を通して、日本の中学生と中国の中学生が使っているジェスチャー（非言語行動）に共通性や相違性があるかを考えさせることが目的です。また、ジェスチャー（非言語行動）がコミュニケーション上で果たす役割について考えるきっかけとして活用してほしいと考えています。
◇気付かせたいポイント

・日中の中学生のジェスチャーの共通性・相違性（日本と中国の比較、男女による違いなど）

・ジェスチャーの役割（ことばだけで表現する場合、ジェスチャーとことばと両方で表現する場合、ジェスチャーだけで表現する場合の相手に与える印象）

・場面や相手によって使うジェスチャーの違いの有無　など
●授業のヒント
1．最初に自分たちは普段友達と話しているときに、何かジェスチャーをしているか、どんなジェスチャーがあるかを話し合わせます。第1冊第1課のコラム（P40）で話し合ったことを思い出させてもいいでしょう。
2．次に教科書の写真を見て、紗希とマイケルは何を言っているか、何をしようとしているか、どんな気持ちかを考えさせます。このとき、グループに分けて、各グループに写真を数枚ずつ割り当てて考えさせてもいいでしょう。
3．生徒の考えたことを発表させ、クラスで共有します。
4．自分たちのジェスチャーと同じもの、違うものがあるか、考えさせます。また、違うジェスチャーの場合、中国ではそのジェスチャーを使うか、使う場合、どんな意味や気持ちを表すかを考えさせます。このとき、男女によるジェスチャーの違いがあるかどうかも合わせて考えてもいいでしょう。
・英語のジェスチャーについても英語の授業で勉強しているかを生徒に聞き、英語、中国語、日本語の三言語で比較させてもおもしろいでしょう。
・場面や相手によるジェスチャーの使い分けや、ジェスチャーを使うことによって相手に伝わる情報に差が出るかどうかについても考えさせるとおもしろいでしょう。
●補足説明
・教科書に掲載しているジェスチャーの意味は下記の通りです。
　P40左上より
(1)ちょっと遠くにいる人を少し大きな声で呼ぶとき。この写真では紗希を呼んでいます。
(2)相手が自分のことを言っているのか、自分に対して質問しているのかなどを確認するとき。この写真では、紗希がマイケルの声を聞いて自分のことを呼んでいるのかを確認しています。
(3)何かいいこと、うれしいことがあったとき。
(4)質問したりするときに、具体的な質問箇所を指すとき。この写真では、中国語の教科書を指して、紗希が中国語で何というかをマイケルに聞いています。
(5)難しいことを考えているときや悩んでいるとき。この写真では紗希の質問に答えようとしているが分からず、困っています。
(6)何か考え事をしているとき。
(7)謝るとき。日本では手を合わせて頭を下げるジェスチャーをよくします。また、相手が自分のために力を尽くしてくれたりして、そのことに心から感謝する場合にも同様のジェスチャーを使うことがあります。ただし、あまり目上の人に対しては使いません。
(8)友達とすれちがったときの軽いあいさつ。女の子よりも男の子のほうがよくやるジェスチャーです。この写真は、休み時間にマイケルが友だちとすれちがうときに手と手を軽く合わせています。
(9)遠くにいる人を大きな声で呼ぶとき。自分の存在をアピールするために手を大きく振っています。
(10)自分が話題にしている人や物を指しています。この写真では、かっこいい先輩を見つけて、その人を指差しながら友達と話しています。ただし、話す相手の人を指で直接指すのは日本では失礼にあたります。
(11)自分が話題にしている人や物の形や大きさを表現するとき。この写真では、自分の家で飼っている犬の大きさを示しています。
(12)うれしいこと、いいことがあったとき。(3)のマイケルは両手のジェスチャーだったが、この紗希のように片手で示すこともあります。ここでは、何かうれしいことがあって、紗希が喜んでいます。
(13)話題にしている人や物を指すとき。この写真では、紗希の家で飼っている犬の写真を指しています。(10)の解説にも書いてある通り、人を直接指差すのは日本では失礼にあたります。
考えてみよう・言ってみよう（想一想 说一说）
●制作意図＆授業のヒント

・絵を見ながら、第8課で出てきた表現を確認できます。確認するとき、録音を聞いて確認してもいいでしょう。

・表現を確認するとき、場面や時間や相手と合わせて確認するようにしましょう。

●補足説明

・一番下の右の、遅刻をして先生に怒られる場面は、生徒は先生に「すみません。」と言いますが、先生は「いいえ。」は言いません。「いいえ。」と言ったら、すぐに許すことになるからです。この場面では、先生が「いいえ」と言わないように気をつけさせましょう。

・参考解答

　　　一段目左：おはよう　　　　　　　一段目右：じゃあね。（バイバイ。／またね。）

　　　二段目　：おはようございます。

　　　三段目左：ごめん！　　　　　　　三段目右：すみません。

＊（　）はCD録音されている解答以外の解答例
日本語広場（日语广场）
顔の表情の描き方
	目標

	・顔の表情を描く体験をする。
・顔の表情の表し方を知り、表情が人に気持ちを伝える手段の一つであることを認識する。


●制作意図
・人のいろいろな表情を描く体験をすることを通して、コミュニケーションに重要な役割を果たす表情について考えさせることが目的です。学習活動のあいさつ、コラムのジェスチャーと組み合わせて授業を展開することができます。
●授業のヒント

1．表情を描きわけるのに、重要な部分（眉毛、目、鼻、口）を確認します。さまざまな表情を実際にしてみて、それを鏡で観察したり、友達同士で観察したりして、重要な部分を自分たちで発見させるといいでしょう。
2．重要な部分をどう描くと表情の特徴を表せるのか、生徒に考えさせます。例えば、黒板に顔の輪郭だけ描いておいて、生徒何人かに「怒った顔」を書かせてみて、どこに注意して書いたかを説明させることもできます。
3．美佳の顔の輪郭に、眉、目、口を描き入れていろいろな表情を完成させます。
・コミュニケーションをとるとき、表情の重要さを意識させる活動を取り入れてもいいでしょう。
例1　ペアになり、一人がさまざまな表情をし、もう一人は相手がどんな気持ちかをあてます言葉を使わなくても相手に気持ちが伝わることを意識させます。

例2　漫画やコラムを見て、登場人物や紗希・マイケルの表情が豊かであることを確認しますもし表情があまりなかったらどうなるか、コミュニケーションがとれるか考えさせます。

例3　ペアになり、お互いに無表情でおしゃべりをしてみます。その後、どんな気持ちになったかを話させます。
●補足説明

なし

カタカナ（片假名）
	目標

	・カタカナ6文字が読めて書ける。
・長音の表記がわかる。


●制作意図＆授業のヒント
・カタカナの成り立ちの漢字とひらがなを組みあせる活動は、生徒の想像力を発揮させるように進めましょう。

・この課で扱う6文字を習った後、読めたり書けるようになる表現
　　　　バイバイ（8課）、ハンバーガー(9課、漫画）、スープ（9課）、パン（9課）
・付録の五十音図1、2も利用しながら授業ができます。五十音図2の連想法カタカナは、ほかのアイデアを生徒に考えさせることもできます。
●補足説明

参考解答：　ス（須）　ン（尓）　ハ（八）　カ（加）　フ（不）　イ（伊）
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